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【課題】 

■ 再生する細胞の領域追跡 

 

【検査対象】 

■ 細胞 

 

【検査目的】 

■ 細胞の領域を抽出する（領域抽出） 

■ 細胞ごとに追跡する（追跡） 

 

【採点項目】 

■ 領域抽出と追跡の正解率と処理時間 

 

【プログラムの概要】 

■ 指定された細胞ごとに領域を抽出し，追跡するプログラムを作成する． 

■ 入力の「テキストファイル」に書かれた情報をもとに，対象となる「画像ファイル」に連続して読み込んで処理

を行ない，結果を「画像ファイル」と「テキストファイル」に出力する． 

■ 入力の「テキストファイル」には，対象となる画像の枚数，対象とする細胞の数，各々の細胞の 1枚目の位置が

格納されている． 

■ 対象となる「画像ファイル」は，細胞画像群である． 

■ 出力の「テキストファイル」には，細胞の追跡結果を出力する（画像番号と細胞番号，各重心座標位置）． 

■ 出力の「画像ファイル」には，各細胞の領域抽出結果を出力する（各細胞ごとに指定された色で塗ったもの）． 

 

【採点の概要】 

■ 評価対象のアルゴリズムは新たに考案されたアルゴリズムである必要は無い．既存のアルゴリズムの応用や改善，

チューニングを含めた広い意味でのアルゴリズムとする． 

■ 採点は正解率，処理時間により行なう． 

 

【入力（画像）の仕様】 

■ 対象となる画像枚数 N は，入力（テキスト）に書かれている． 

■ 対象とする細胞の数 M は，入力（テキスト）に書かれている． 

■ 細胞の番号と 0枚目の画像における重心座標は，入力（テキスト）に書かれている． 

■ ファイル名は「image0.bmp」から始まり「image1.bmp」「image2.bmp」と続き，「imageN-1.bmp」まで続く． 

■ 各画像は 24 ビット BMP 形式．ただし大きさ不定（最大 1200×1200 画素）． 

 

【入力（テキスト）の仕様】 

■ ファイル名は「input.csv」． 

■ 1 行目に対象となる画像枚数 N が書かれている． 

■ 2 行目に対象とする細胞の数 M が書かれている． 

■ 3 行目から M +2 行目まで，画像番号 0における各細胞の中心座標が書かれている． 

「画像番号, 細胞番号, 細胞の重心位置の X座標, 細胞の重心位置の Y 座標(改行)」 

ただし・全文字は半角とし，区切りは「,」 

・重心座標は正の整数とし，画像の左上を(0,0)，左右を x 座標，上下を y 座標 

② 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出力（テキスト）の仕様】 

■ ファイル名は「output.csv」． 

■ 検出結果を１組の処理対象画像に対して 1個の csv ファイルをカレントフォルダに出力すること． 

■ 1 行目に対象となる画像枚数 N を書く． 

■ 2 行目に対象とする細胞の数 M が書く． 

■ 3 行目から M +2 行目まで，画像番号 0における各細胞の中心座標を書く． 

「画像番号, 細胞番号, 細胞の重心位置の X座標, 細胞の重心位置の Y 座標(改行)」 

ただし・全文字は半角とし，区切りは「,」 

・重心座標は正の整数とし，画像の左上を(0,0)，左右を x 座標，上下を y 座標 

■ M +3 行目から 2M +2，同様に画像番号 1 における各細胞の中心座標を書く． 

■ 2M +3 行目以降は同様． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出力（画像）の仕様】 

■ ファイル名は「output-image0.bmp」から始まり「output-image1.bmp」「output-image2.bmp」と続き，

「output-imageN-1.bmp」まで続く． 

■ 「output-image0.bmp」には，「image0.bmp」の細胞の領域抽出結果を，「output-image1.bmp」には，「image1.bmp」

の細胞の領域抽出結果を・・・出力する． 

■ 各画像における指定の細胞の領域に色を塗り，背景は黒とする．ただし， 

細胞番号１：#ff0000 

(例) input.csv 

10(改行) 

5(改行) 

0, 1, X01, Y01(改行) 

0, 2, X02, Y02(改行) 

0, 3, X03, Y03(改行) 

0, 4, X04, Y04(改行) 

0, 5, X05, Y05(改行) 

 

← 処理対象の画像枚数（この場合は 10 枚）(改行) 

← 対象の細胞の数（この場合は 5個）（改行） 

← 画像番号(0)，細胞番号(1 個目)，X座標，Y座標(改行)  

←     〃    ，細胞番号(2 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←     〃    ，細胞番号(3 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←     〃    ，細胞番号(4 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←     〃    ，細胞番号(5 個目)，X座標，Y座標(改行) 

(例)output.csv 

10(改行) 

5(改行) 

0, 1, X01, Y01(改行) 

0, 2, X02, Y02(改行) 

0, 3, X03, Y03(改行) 

0, 4, X04, Y04(改行) 

0, 5, X05, Y05(改行) 

1, 1, X11, Y11(改行) 

1, 2, X12, Y12(改行) 

1, 3, X13, Y13(改行) 

1, 4, X14, Y14(改行) 

1, 5, X15, Y15(改行) 

 
・ 

・ 

・ 

9,4,X94,Y94(改行) 

9,5,X95, Y95(改行) 

 

← 処理対象の画像枚数（この場合は 0～9の 10 枚）(改行) 

← 対象の細胞の数（この場合は 5個）（改行） 

← 画像番号(0)，細胞番号(1 個目)，X座標，Y座標(改行)  

←    〃    ，細胞番号(2 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←    〃    ，細胞番号(3 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←    〃   ，細胞番号(4 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←    〃   ，細胞番号(5 個目)，X座標，Y座標(改行) 

← 画像番号(1)，細胞番号(1 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←    〃    ，細胞番号(2 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←    〃    ，細胞番号(3 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←    〃    ，細胞番号(4 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←    〃    ，細胞番号(5 個目)，X座標，Y座標(改行) 

 
・ 

・ 

・ 

← 画像番号(9)，細胞番号(4 個目)，X座標，Y座標(改行) 

←    〃    ，細胞番号(5 個目)，X座標，Y座標(改行) 

 



細胞番号２：#0000ff 

細胞番号３：#ffff00 

   細胞番号４：#ff00ff 

  細胞番号５：#00ffff 

   細胞番号６：#00ff00 

   細胞番号７：#777777 

   細胞番号８：#888888 

  細胞番号９：#999999 

   ※ RGB 16 進数で表現した場合 

 

【採点方法】 

■ 検出された細胞の重心位置が予め設定されている領域内ならば加点（正解） 

■ 検出された細胞の重心位置が予め画像ごとに設定されている領域外ならば減点（誤検出） 

■ 設定された細胞が検出されない場合は減点（未検出） 

■ 抽出された細胞領域が予め細胞ごとに設定されている細胞領域と重なっていれば加点 

■ 抽出された細胞領域が予め細胞ごとに設定されている細胞領域と重なっていなければ減点 

■ 各評価画像の正解率を 100 点満点で評価，用意されたセット数の平均値を最終得点とする． 

■ 全画像に対する処理結果を出力してもらうが，採点は一定枚数ごとの画像に対する処理結果で行なう． 

■ 処理時間に応じて，以下のとおり，マイナス点を与える． 

 ・1 枚換算で 1000[msec]より遅ければ「-5 点」の時間点を付加 

・専用機器を使用する場合は，時間に相当するハンディを課す場合がある．時間のベンチマークがある場合は，

同一の処理に対する時間の比で，無い場合は審査委員で協議し，ハンディ点を付加 

 

【正解例】 

■ 10 枚ごとの正解画像(output-image10-answer.bmp など)と，正解データ(output-answer.csv)の例が用意されて

いる 

■ 正解例は飛び飛びであるが，作成するプログラムでは，全対象画像に対する結果を出力すること．  

 

【プログラム提出時に必要なもの】 

■ プログラムの実行形式ファイル（ソースファイルは不要です） 

■ 取り扱い説明書（様式自由） 

■ 2 ページの予稿（様式あり） 

 （タイトル，サブタイトル，アブストラクト(3 行程度)，処理画像の例，テスト画像での数値例， 

  の全てを必ず含むこと） 

 

【その他】 

■ 採点に用いる計算機の動作環境は CPU: Intel Core i7 950 3.07GHz，メモリ: 2GB，OS: Windows 7 です． 

■ 動作テスト，条件設定用として， 結果付のテスト画像を配布します． 

■ 座標系や出力ファイル形式の間違い等の出力不良を防ぐため，事前に動作テストを行い，正解データとの比較を

行なってください． 

■ 匿名での応募も許可いたしますが，予稿は提出して頂きます． 

■ 仕様に変更のある場合は web 上で告知します． 

■ 不明な点は問い合わせてください．  

以上 


